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                                    2026年 4月吉日 

一般社団法人沖縄県社会福祉士会 

                                生涯研修センター 

 

「基礎研修Ⅰ」受講者募集のお知らせ 
 

基礎研修Ⅰは、社会福祉士としての倫理綱領・行動規範の意味を理解するとともに、実践の基

礎となる専門性を修得することを目的としています。この度、下記の概要で研修を行いますので、

皆さまのお申し込みをお待ちしています。 

 

期   間  2026年 8月～ 2027月 1月  

研 修 名  基礎研修Ⅰ  

募 集 人 数  50名  

費   用  会員 11,000 円（税込み）  非会員 22,000円（税込み） 

※納金の方法は受講の決定と併せてお送りします。 

※別途、「基礎研修Ⅰﾜｰｸﾌﾞｯｸ」及び「基礎研修ﾃｷｽﾄ上・下」が必要となります。 

※県士会向け価格は、県士会が代表で一括購入した際の金額となります。 

基礎研修テキスト上 県士会向け価格 税込み 1,980 円（一般 税込み 2,277 円） 

基礎研修テキスト下 県士会向け価格 税込み 1,980 円（一般 税込み 2,277 円） 

基礎研修Ⅰワークブック 県士会向け価格 税込み 352 円      

申 込 締 切  2026年 6月 5日（金）必着 

申込みフォーム      https://forms.gle/bbCKpTMaaXrNJCjs6 

プログラム  別紙「2026年度 基礎研修 Ⅰ スケジュール」参照  

 全日程オンライン研修 

※集合研修の日程は、講師の都合、天候等により変更となる場合があります。 

      ※年間を通して集合研修が 2日間あります。日程等をご確認ください。 

      ※日程の都合がつかない場合は、翌年度研修を受講することができます。 

       補講をご希望なさる場合は、別途 5,000 円を頂戴しています。  

注 意 事 項  「全日程の出席と課題の提出」で基礎研修Ⅰの修了となります。 

       課題の提出等は、shougai.ocsw@gmail.com への提出となります。 

       その他、基礎研修の内容、課題の質問等につきましても、上記のアドレスへ 

       お問い合わせください。  

 

 

お問合せ先  一般社団法人沖縄県社会福祉士会 

  生涯研修委員会  

  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ： shougai.ocsw@gmail.com 

（その他問い合わせ先） 

〒903-0804 那覇市首里石嶺町２‐２０９‐１ 

         TEL：098-943-4249  FAX：098-943-5249 

 事務局 ： 島袋 

  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ： info@ocsw.or.jp 

mailto:shougai.ocsw@gmail.com
mailto:shougai.ocsw@gmail.com
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e-ラーニングを活用した基礎研修の運用方法 

 

 

（１）e-ラーニングの視聴方法 

  日本社会福祉士会のホームページより、「e-ラーニング講座のご利用方法」をクリックし、「e-ラ

ーニング講座案内マニュアル」をダウンロードして、ご確認ください。 

  マニュアル掲載ページ URL ： http://www.jacsw.or.jp/15_TopLinks/eLearning/index.html 

   ※上記 URL にアクセスいただき、「e-ラーニング講座のご利用方法」をクリックいただくと、マ

ニュアルが開きます。 

日本社会福祉士会のホームページの「e-ラーニング講座開講中」→「視聴を希望する方はこちら」

をクリックしてログインしてください。 

日本社会福祉士会ホームページ：https://www.jacsw.or.jp/ 

 

（２）e-ラーニングシステムへのログイン 

ID は日本社会福祉士会が発行する会員番号と同じです。ログインパスワードは、入会時に日本社

会福祉士会より個別に発行・送付されています。 

ログインパスワードが不明な場合は、一般社団法人沖縄県社会福祉士会 生涯研修委員会メール

へお問い合わせください。 

生涯研修委員会メールアドレス ： shougai.ocsw@gmail.com 

 

（３）講義内容に対する質問対応について 

  通常の集合型の講義であれば、質疑応答がその場で可能ですが、e-ラーニング視聴の場合には、

タイムリーな質疑応答ができないため、受講者からの講義内容に対する質問を、受ける体制を整え

ています。 

  ①視聴した内容について質問がある場合は、次のメールアドレスに質問内容をお送りください。 

      メールアドレス：info@jacsw.or.jp 

      件名には「e-ラーニング講座の質問」とお書きください。 

      本文には次の項目をお書きください。 

       ・質問者の所属県士会名及び氏名、受講者番号 

       ・質問する e-ラーニング講義名 

       ・質問内容 

  ②回答は発信元アドレスに送ります。 

  ③一週間たっても返信が無い場合は、メールトラブルの懸念があります。その際は、日本社会福

祉士会生涯研修センターへお電話でご連絡下さい（03-3355-6541）。 

http://www.jacsw.or.jp/15_TopLinks/eLearning/index.html
https://www.jacsw.or.jp/
mailto:info@jacsw.or.jp
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（４）e-ラーニングを用いた研修の流れ 

e-ラーニング視聴から集合研修の受講までのフローチャート（認証科目共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※該当する研修テーマの e-ラーニング講義を視聴後、受講者各自で「受講証明書」をプリントア

ウトした後に、PDF 取り込みしたデータまたは、PDH 保存したデータをメールでお送りください。

なお、「受講証明書」を忘れた場合も、集合研修の受講はできませんので、ご注意してください。 

 事前課題の未提出も集合研修の受講はできませんので、併せてご注意ください。 

 

・e ラーニング講座は次の順序で視聴して下さい。 

  例） ＜基礎研修Ⅱの場合＞ 

    ①「基礎研修Ⅱ 実践評価・実践研究系科目Ⅰ e-ラーニング講座 視聴前チェック」 

    ②e-ラーニング講義「実践研究の意義と方法」 

     e-ラーニング講義「実践研究のための記録」 

     e-ラーニング講義「実践評価・検証の方法」 

     e-ラーニング講義「実践研究発表の方法」    

    ③「基礎研修Ⅱ 実践評価・実践研究系科目Ⅰ e-ラーニング講座 修了テスト」 

 

   ※集合研修前に、各受講者から「受講証明書」の有無を確認します。 

例）「基礎研修Ⅱ 実践評価・実践研究系科目Ⅰ」であれば、受講証明書は次の 4枚が必要となりま

す。 

    ・e-ラーニング講義「実践研究の意義と方法」 

    ・e-ラーニング講義「実践研究のための記録」 

    ・e-ラーニング講義「実践評価・検証の方法」 

    ・e-ラーニング講義「実践研究発表の方法」 

 

基礎研修テキ

ストの各研修

テーマの該当

ペ ー ジ を 読

み 、 予 習 す

る。 

e-ラーニング

上で、理解度

チェックテス

トを行う。※

正解率は問わ

ない。 

各 e-ラーニン

グ講義を視聴

後に、小テス

ト を 受 け る

（80%以上で

合格）。 

各科目の e-ラ

ーニング講義

を全て視聴後

に、修了テス

ト を 受 け る

（80%以上で

合格）。 

各都道府県社

会福祉士会に

て、演習等の

集合研修を受

講する。 



更新日：2025年3月23日

課題・受講証

〆切

・社会福祉士会の歩み  使用

・日本社会福祉士会の組織  使用

・生涯研修制度  使用

課題No.1_社会福祉士の役割を考える

　「生涯研修手帳」を読み、生涯研修制度の概略を理解してください。

　そのうえで、社会福祉士としての専門性について、あなたの考えをまとめ生涯研修制度を通じてどのように研鑽を進めるかを

1,000～1,400字にまとめてください。

新垣都氏 9:00～9:30 ・沖縄県社会福祉士会の組織 

課題No.2_社会福祉士としての専門性について考える

　「社会福祉士の倫理綱領・行動規範」を読み、あなたが社会福祉士として大切にしたいことについて700字～900字にまとめて

ください。 

8/1(金)

新垣都氏 9:30～12:30 ・社会福祉士としての専門性について考える 

課題No.3_社会福祉士に共通する専門性の理解

　『基礎研修テキスト』上巻のP12～P31「社会福祉士に共通する専門性の理解」を読んで、なぜ社会福祉士にとって共通する専

門性が必要なのか、あなたの日頃の実践を振り返りながら、1,000～1,300字にまとめてください。 

課題No.4_所属組織のソーシャルワーク実践について学ぶ

　所属組織におけるソーシャルワーカーとしての社会福祉士の役割を職場で活躍している先輩社会福祉士から話を聞いて現状と課

題について、1,100～1,300字にまとめてください。 

　※所属先がない、先輩がいないなどの理由で、所属先で話が聞けない場合は、事前課3カ所にし箇所にして提出してください。

課題No.5_所属組織以外のソーシャルワーク実践について学ぶ

　他領域におけるソーシャルワーカーとしての社会福祉士の役割を、所属組織以外の施設や事業所（独立型社会福祉士事務所を含

む）で活躍している先輩社会福祉士から話を聞き、所属組織以外の社会福祉士が抱えるソーシャルワーカーとしての現状と課題に

ついて考察し、各1100～1,300字にまとめてください（２箇所）。 

・社会福祉士に共通する専門性の理解  使用

課題No.6_倫理綱領・行動規範の理解

　日頃の実践を振り返り、「社会福祉士行動規範」と照らし合わせ、2つの項目を取り上げ、あなたの実践を「社会福祉士行動規

範」１項目につき1,000～1,400字にまとめてください（２項目）。 

・倫理綱領・行動規範の理解  使用

新垣都氏 9:00～12:30 ・社会福祉士の倫理綱領の実践適用 

・緑色の塗りつぶしは、集合研修として、オンライン開催となります。

2026年度　基礎研修　Ⅰ　スケジュール 

日程  講師名  研修時間 研修名 

e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ

8/1(土)

ソーシャルワー

ク理論系科目Ⅰ

 

1/23(土)

ソーシャルワー

ク理論系科目Ⅰ

 

権利擁護・法学

系科目Ⅰ 

e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ

事前課題 

科目名 

日本社会福祉士

会独自 

e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ

使用有無 

8/1(金)

1/16(金)

e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ

e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ

事前課題 

事前課題 

e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ

事前課題 

一般社団法人沖縄県社会福祉士会　生涯研修委員会


